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審 査 結 果 の 要 旨 

 本研究は椎体腫瘍術前塞栓における動脈造影差分CT（s-CTA）の有用性について、正常

脊椎と腫瘍の境界を明瞭度スコアを用いて4段階で評価し、動脈造影CT（ns-CTA）と比較

して、その有用性を検討したものである。その結果、s-CTAはns-CTAと比較し有意に明瞭

度スコアが高かった。また、術中出血量は先行研究と比べて少なく、s-CTAにより腫瘍部

位の同定が容易になったことが寄与していると考えられた。本論文の内容は、椎体腫瘍術

前塞栓を行う際の、s-CTAの有用性を示唆するものであり、明らかに学術水準を高めたも

のと認める。 

 


